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全国各地の取組み事例をもとにした情報提供

2014年10月 3日 認知症介護研究・研修東京センター
平成26年度

第2回 認知症地域支援体制推進
全国合同セミナー （2日目）



②地域支援・連携上の課題を
明確にし、共有しよう

＊本人・家族に実態・困りごと、
希望をきくこと

④地域支援の推進役の
人材・チームを育てる

⑤地域支援を実践する人を
育て、 そのつながりをつくる

ポイントをしっかり押さえて、効果的・持続発展的に
地域支援体制を築いていくための、基盤を固めよう。

①方針を明確にし、地域で共有する

③地域にある多様な資源に視野を広げ、関係をつくる

⑥本人・家族と
支援者が
地域で出会い、
支えあう場
(地域拠点）を
一緒に育てる

⑦本人と家族、
地域の人、
専門職、
行政が
出会って
(出向いて）
話しあい、
一緒に楽しく、
活動する機会
をつくる



今の時期、ポイントをしっかり押さえて、効果的・持続発展的に
地域支援体制を築いていく、基盤を固めよう。

認知症ケアパス

初期集中支援チーム

認知症カフェ

専門職・住民の認知症対応力向上・多職種研修

家族支援

若年認知症支援

権利擁護

虐待対策

本人
発症 最期本人が地域でよりよく暮らし続ける



＊地域で共有していきたい方針

その１. 「地元で暮らす本人の視点」で考え、動く
＊本人を見失わずに、
＊本人抜きに進めない、本人の声を聴きながら
＊本人に役立つ連携、支援体制を

⇔ この方針を明確にしていないと陥りやすい状況

事業や取組みをこなすことが目的になり、
当事者とかけ離れたところで労力が費やされ、行き詰まる

例：サポーター養成講座（数）、医療・介護連携、ＳＯＳネットワーク



本人の体験・願いに触れたことがない行政職が多い。
本人の生の声を聴いてもらうことで意識・行動が変わる人が多い

地域事例①「本人の視点」を行政職員に伝えたい、共有したい
行政職員向けに「当事者に学ぶ」研修会を企画・実施した例

・公務員は、この講座の受講を「必修」とした方がよい。
・本人の勇気ある発言に、そして人生を楽しむという姿勢に拍手。
・認知症の方からの直接生の声が聞けてよかった。どんな支援を
望んでいるのか、目からウロコです。
・今までの認知症についての知識が偏っていた事を教えて頂きました。
当事者の声を聞くことにより、自分に何か出来ることは何か、
改めて考えてみようという気持ちになりました。

＜参加者アンケートより＞



毎年、認知症の知識と支援のあり方を伝える啓発講座を
繰り返していたが・・・

マンネリ、参加者がじり貧
参加者からは

「認知症にはなりたくない」という声が多い

☆本人からみて、役立つ研修になっているのか・・・。

「認知症の本人が思いを語る」の映像を参加者にみてもらい
自分事として話しあってみる企画にリニューアル

⇒自分ごととして考えると・・・参加者の真剣さがアップ！
支えあいたい思いがたくさんでる。
すでにあった支えあい、つながりが浮かび上がる

⇒一緒に活動していきたい人がつながる

「参加者」から、「本人視点で共に考え動く人」へ

地域事例② 啓発講座を本人視点で見直してみた例



地域事例③ 地域の様々な講座・研修を本人視点で統一

住民、地域で働く人の講座・研修

家族介護者の研修

包括支援センター職員の研修

介護職員、福祉職員の研修

かかりつけ医・サポート医等の研修

本人の視点で考え・動こう

地域の多職種研修



本人視点での多職種・多資源研修を開催している地域
・本人は、どう暮らせている？
・本人は、どんな暮らしを願い、どんな支援を求めている？
・本人がよりよく暮らせるために、何が必要？
・お互いが一緒に何ができる？

かかりつけ医

ケアマネ
ジャー包括職員

民生委員

施設職員

社協職員

行政
事務職

家族

サポート
医 病院

関係者

認知症は専門じゃないけど、
本人とは長いつきあい。



〇実態把握 :問題点のみでなく、本人の体験、生活、願い、力を把握

〇会議、検討会等：

支援者側の問題に流されず、
「本人は、どうなんでしょうか・・・」と、

ひたすらつぶやく⇒

地域事例④実態把握や会議を、本人視点で進めている例

☆一例一例、「本人視点」での検討と
本人にとって役立つ支援の検討、実践を
積み上げる。
⇒本人に役立つ支援を生み出さない限り

会議や検討会を多数やっても、
個別支援力、地域支援力が向上しない。

☆一例を本人視点にたって検討すると、地域の共通課題が浮上。
一例の丁寧な検討と実践が地域課題解消の突破口になる



その２．認知症の人が「地域の中で生活していくこと」を支える
・飾り文句、かけ声倒れのままにせずに
・実際は無理・・・というあきらめに流されずに

⇒「地域の中で生活する」ことの重要性・方針を伝え続ける
＊認知症の人の安心・安定、生きる力の源
＊進行予防、行動心理症状（ＢＰＳＤ）の予防・緩和の鍵

⇒少しずつ広がっている地域の中での実践を丁寧に把握し、
方針・可能性を具体的に伝え、広げていく。

＊グループホームや施設に入っても
地域の一員として地域で暮らす。

⇔ この方針を明確にしていないと陥りやすい状況
・認知症の人が地域で暮らせる可能性をみないまま、

無理、危ない、早く入所・入院を、と決めつける人が減らない。
◆地域の人のみでなく、医療・介護職、行政職の中にも

・家や施設・病院の中だけで暮らしている認知症の人がたくさんいても
無関心、仕方がないとあきらめる。

＊地域で共有していきたい方針



自然の中に身を置くと
気持ちいい、癒される

（五感の快刺激）

記憶や言葉、動作の力を
引き出せる、発揮できる

ふ

単調になりがちな暮らしを
リフレッシュができる

本人にとって大切な
人や場とのつながりを保てる
人や場の見当識を保てる

（昼夜や四季を実感することで）
時の見当識を保てる

睡眠リズム、食欲等の
健やかさを保てる

生活や、命や安全を保つ
ために必要な新たな資源と

出合える・つながれる

閉塞感や心身の緊張を
解きほぐせる、
ストレスを発散できる

地 域

本人が健やかに、
自分らしい生
(命、生活、人生）を
生ききるための
かけがいのない舞台

なじみの風景にふれると
ほっと安心できる。
存在不安をやわらげられる

日々を有意義に
楽しく暮らせるための
出会いや出来事が
地域の中にはある

（201402 永田）

人が認知症になった時の地域のかけがいのなさ

家族・住民、専門職員・行政職員の認知症への偏見・誤解をなくすには
本人が、地域の中で活き活き過ごす姿に触れてもらうことが最も効果的！



地元の道の散歩

いつものスーパー行きつけのパーマ屋さん 地元の同級生仲間

何気ない地域の中での暮らしが、認知症の人の元気の源
＊人としてのあたりまえの願いを、あきらめずに方針として。

＊行動心理症状を減らし、自立度・体調を保つ鍵として！

四季折々の風景の中で 顔なじみの人の一声

地域の中で、活き活き暮らす本人の姿が増えることが、
地域の人々・専門職の偏見を解消し、連携と支援を広げる大きな推進力になる



②地域支援・連携上の課題を
明確にし、共有しよう

＊本人・家族に実態・困りごと、
希望をきくこと

④地域支援の推進役の
人材・チームを育てる

⑤地域支援を実践する人を
育て、 そのつながりをつくる

今の時期、ポイントをしっかり押さえて、効果的・持続発展的に
地域支援体制を築いていくための、基盤を固めよう。

①方針を明確にし、地域で共有する

③地域にある多様な資源に視野を広げ、関係をつくる

⑥本人・家族と
支援者が
地域で出会い、
支えあう場
(地域拠点）を
一緒に育てる

⑦本人と家族、
地域の人、
専門職、
行政が
出会って
(出向いて）
話しあい、
一緒に楽しく、
活動する機会
をつくる



「課題があいまいなまま
とりあえずやることを焦りがち」

「これ抜きには、やってもやっても空回り。
暗闇にむかって矢を放っているよう。」

「本人・家族が必要としている連携に
つながらない。
ほんとうの成果がでない。 効率が悪い。
やってる人たちの達成感が生まれない。」

ポイント②地域支援・連携上の課題を明確にする



地域支援・連携上の課題を明確に

☆特に
自地域で暮らす認知症の本人・家族にとっての
課題を明確に

・生活の実状、困りごと、要望・希望を具体的に把握。
＊本人・家族の声、関係者の声を、丁寧に聴く
＊地域にある統計や既存情報を集約する
→得られた情報を、多様な関係者で検討する。

☆本人・家族の視点にたって



〇当事者の声を聴く過程自体が重要な支援。
→その過程でつながりや成果が生まれる場合も多い。

〇地域で暮らす本人・家族にとっての
必要性、優先順位の高い課題の焦点化をおこなう。

→課題を具体化していく過程で
すぐできることも多数みつかる。

〇課題を明確にしていくプロセスを
当事者、地域の関係者が協働で行う
→この過程で方針の共有、取組みの一体感が生まれる。

〇既存のデータ、相談（記録）等を徹底的に活かす。
＊自治体全体と同時に、

生活圏域（小地域）ごとの課題の具体化を



地域事例⑤ 市全体としてみているだけでは進まない
本人・家族が暮らす小地域ごとの統計を
つくって活かしている例

＊まず既存統計を
活かして小地域統計作成

➤一目でわかりやすい
図示の工夫

➤関心・参画が高まる



小地域統計をもとに小学校区ごとに話し合ってみた。

地域の多様な人々に呼びかけて

⇒自分の地域の統計・実態・課題を話しあう

⇒この地区で何が必要か

それぞれが何ができるか、一緒に何ができるか

☆小地域データがあると

参加者の関心・主体性がアップ！

統計をもっている

多様な部署・分野との

連携のきっかけにもなる

（警察、消防、防災、商工、教育、

環境、等・・・）



〇地元の家族会の参加者に付箋紙を渡し、

日々の中での困りごと、希望をどんどんメモしてもらう。

〇メモを持ち寄り、何が課題か、話しあいを重ねる。

＊関係者にも呼びかけて、一緒に検討

メンバー：介護家族

市介護障害支援課職員

地域包括支援センター職員

社会福祉協議会職員

地域事例⑥ 介護家族と共に、生活課題、地域課題を集約し
お互いができることを一緒に検討した例

話しあいを重ねる中で、
顔の見える関係が育つ
各自ができること、一緒にできることが
たくさんみつかる。
⇒整理して、関係者に発信、共有

静岡県富士宮市



右半分は外部環境（介護保険
事業所・病院・行政・近隣住民
など）の課題。

改めて全体を見てみると、医療と福祉の連携だけでは 片付か
ない課題が多いことがわかる。

（医療・福祉連携は課題の一部）

日常の生活の中での地域とのつながりを強化することが重要！

左半分は介護者の意識・知識・技術
ストレス対処能力など⇒介護者自身
の課題を介護者自身が確認。

介護家族と共に、実態・課題、できることを一緒に検討・整理



家族との課題の整理をもとに・・・

「家族とケアマネとの連携」の
流れをつくる

家族介護者とともに



本人と家族が利用しやすい医療・連携の流れづくり

相談窓口医療機関一覧表の作成・周知

「もの忘れ相談連絡票」を活かした流れ

家族との課題の整理をもとに・・・



〇支援困難なケース
・行政窓口、包括への相談ケース
・ケアマネの困難ケース
・民生委員さんが苦慮しているケース

〇地元でうまくいったケース
⇒☆このケースの検討がとても効果的！

頑張っている最前線の人たちの応援にもなる。
⇒他者が前向きになって取り入れやすい

☆地道だけれど一例一例の積み上げが結局は一番効率的！
急がば、回れ！！

地域事例⑦ 一例一例、事例をとにかく大事に
個別課題・個別支援を大事にしながら
地域課題・地域支援を展開している地域



ある日、佐野光孝さんと奥さんが地域包括支援センターの窓口に

こられました。

佐野光孝さん ５８歳

・あと少しで６０歳。できる限り働きたい！

・なんとか働けるなら･･･ボランティアでもいい。

・営業マンだったので、人と会話するのが得意。

・人と接することが好き。

・観光が好き。

・富士宮焼きそばを…色々な店で食べたことがある。

夫
(認知症本人)

・家に閉じこもってしまうと、病気が進行してしまう。

・安心して出かけられる場所がほしい。

・夫にできることがないかしら･･･？

・夫にできることは、なにかしら？

妻

一家の主として、１人の男として…

働いて収入を得、自分が家族を支えたいというプライドある

夫
の
思
い 収入を得られない悔しさ

家庭を支えることができない虚しさ

生活の実状、どう暮らしていきたいか、本人の希望をしっかりと聴いた
⇒制度上だけでは支援できない（使える制度なんてなかった！）

地域事例⑧
若年性認知症の1ケースを入口に、「本人が暮らす」課題を具体化し、
本人・家族に役立つ地域連携・支援体制を生み出している例

静岡県富士宮市



営業マンだった経験･性格･
２人の生活リズム･特技･趣味

観光
ボランティア！！

市の観光担当である「くらしの相談課長（市職員）」の

所に、夫妻を連れて相談へ･･･

まず
は･･･ 本人が「好きなこと」で「できそうなこと」を大事にしよう!!

つなぐ相手は・・・

営業マンの力を発揮！ できる力を見つけながら唯一の男手として活躍。

とにかく本人といっしょに動いてみる、試してみる



「ひとり」を通じて多様な地域の人々の連携が広がる
＊素朴に「本人にとっての課題、したいこと」を聞き、

ひとつひとつつないでいく：その過程で活きた支えあいが派生

地元の医師、ケアマネと
今後の暮らしをじっくり
話しあう
「本人が暮らしていく
ことを一緒に支えよう」

卓球をやっていたことが
わかり、地元の卓球サー
クルにつなげる
本人の仲間が増える、
家族にとってもストレス
発散の場に

元営業マン、得意な一曲
がある
町の行事や高齢者施設で
歌を披露してもらう
⇒町のギターサークル、
高齢者施設につながる

⇒高齢者施設で
有償ボランティア開始
利用者と麻雀、掃除

＊本人がメイトとして活躍中
＊本人が本人の相談役に



⑦本人と家族、
地域の人、
専門職、
行政が
出会って
(出向いて）
話しあい、
一緒に楽しく、
活動する機会
をつくる

②地域支援・連携上の課題を
明確にし、共有しよう
＊本人・家族に実態・困りごと、

希望をきくこと。

④地域支援の推進役の
人材・チームを各エリアで育てる

⑤地域支援を実践する人を
育て、 そのつながりをつくる

ポイントをつなげながら、有機的・効率的に進めよう。

①方針を明確にし、地域で共有する

⑥本人・家族と
支援者が
地域で出会い、
支えあう場
(地域拠点）を
一緒に育てる

③地域にある多様な資源に視野を広げ、関係をつくる



ポイント③地域にある多様な資源に
視野を広げ、関係をつくる

地域にある保健・医療・介護・福祉の資源を活かすと同時に
脱領域で。

「いつもの視野・発想」に縛られず
わが町の特徴をとことん活かす。

自地域には、すごい人が眠っている。
思いがけない人が、思いがけない発想とパワーを出す。

当事者につながるつながりを生み出す。
認知症地域支援のイメージが変わる！

地域の元気がでる！

地域にある保健・医療・介護・福祉の資源を活かすと同時に
脱領域で。

「いつもの視野・発想」に縛られず
わが町の特徴をとことん活かす。

自地域には、すごい人が眠っている。
思いがけない人が、思いがけない発想とパワーを出す。

当事者につながるつながりを生み出す。
認知症地域支援のイメージが変わる！

地域の元気がでる！



▶本人がどこかに行ってしまう。

▶自分の事を、言葉で表現ができない。

▶相手に対して、急に怒り出してしまう。

▶ヘルパー派遣では、見守り支援が十分でない。

外に出かけ、行方不明の危険が高まった人を

本人の経路にそって多資源で支えた例

本人なりの
理由がある！

＊家族からケアマネジャーに相談⇒地域包括に相談
＊家族、支援者からみると問題山積。
悩んでいても解決策が出てこない。

＊本人の歩く道を一緒に歩いてみよう！
本人は地元の神社の掃除に通っていた。
行ったことを忘れて、一日何度も出かける。

地域事例⑨



Ｂ

事情を説明

☆本人が歩く経路にそって町を眺める。

⇒本人の姿を普段から目にして、気にかけている人たちを発見！

通り道のお店の人、タイヤ工場の人、民家の人、神社の人・・

普段の声かけを依頼

連絡先の紙を渡す

本人の経路にそって

支え手を増やす

見えにくい支え手や
つながりをマップにして
共有。いざという時に備える。

☆本人が行きたいところに
安全に行き続けられるように

⇒地域の人々に呼びかける。



本人 妻

本人のなじみの場や人は・・・
本人が行きたいところは・・・
会いたい人は・・・

それなりにケアや連携をしていた・・・
つもりだったが、
あらためて、
本人や家族の声を聴きながら
「わたしの支援マップ」

（センター方式A-4シート）
に書き込んでみた

老健
デイケア ヘルパー

ケアマネ

かかりつけ医

＊本人の視点に立ちながら・・・

地域事例⑩ 本人視点にたって、本人の暮らしや地域とのつながりを見直し、
本人がよりよく暮らすためのつながり・支援を増やしていった例

訪問看護



本人 妻

公民館

なじみの散歩コース
(風景、鯉、顔なじみの人）

(お坊さん、
檀家仲間）

同級生昔の同僚

かかりつけ医

スーパー
マルヨシ

アルバム

デイ

ケアマネ

ヘルパー

佐藤歯科

金子薬局

一杯仲間
カラオケ仲間

地域資源のひとつ、ひとつ
本人にとっては 安心・よろこび・活力・自分らしさの源

本人がこれまで築いてきたつながり、そして自分らしい暮らし方が
「A-4 わたしの支援マップ」を通じて浮き上がってきた！
・家族、本人、関係者からの、「ちょっとした情報」を寄せ集めながら

春木屋
そば

ヤマモト
床屋

俳句
仲間

旅行仲間

同窓会

お寺

妻の相談相手

なじみの
歯科医

家の玄関先

子供・孫

妹、いとこ

法事

掃除、
水まき
鉢植え

サービス利用が
増えるにつれて
つながりが
むしろ
切れかかっていた
本人・家族ともに
不安・ストレスが
強まり、孤立し

かけていた。

旧制高校・校歌

訪問看護



ケア職員だけで抱え込まず、地域の力を借りよう
⇒ケア職員の素朴な声かけで、地域の多くの人が支え手に
⇒本人・家族が安心、生活が広がり、状態も安定
⇒成功体験を共有し、別の人への一緒の支援が広がる

本人 妻

なじみの散歩コース
(風景、鯉、顔なじみの人）

(お坊さん、
檀家仲間）

同級生昔の同僚

かかりつけ医

スーパー
マルヨシ

アルバム

デイ

ケアマネ

ヘルパー

佐藤歯科

金子薬局

一杯仲間
カラオケ仲間

春木屋
そば

ヤマモト
床屋

俳句
仲間

旅行仲間

同窓会

お寺

妻の相談相手

なじみの
歯科医

家の玄関先

子供・孫

妹、いとこ

法事

掃除、
水まき
鉢植え

旧制高校・校歌

訪問看護

ヘルパーとの
散歩コースに

デイケアの
送迎コース
会話や
リハビリに
活かす

かかりつけ医

・薬の確認（居宅管理指導）
・妻の支援 認知症サポーター養成講座を

お勧めしたら、受講してくれた。
会いに来たり、
外出・受診のサポート役に



ＧＨ／施設

自宅

公民館

公民館

お墓

スーパー

商店

Ｔ神社

整形外科医院

泌尿器科医院

花屋
商店

喫茶店E

飲食店

スーパー

店員
さん

私

私

生け花
の先生

Bさん

喫茶店Ｄ

近隣･町内
の人たち

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

姉

主人

看護師
さん

長女 次女

孫 ひ孫

喫茶店

Ｈ寺

松劇

Ｉ寺

ホーム
の仲間

孫

公園
職員さん

街中

地域事例⑪住み替え時に「本人がつながり続づけたい」地域資源情報
をバトンタッチしている例。

自宅での生活限界となりグループホームへ
地域とのつながりをとらえ、次へ伝達

＊住み替えても本人の大切な暮らしを守ろう。

＊リロケーションダメージを防ごう。



民 産

学 官
▶高校
▶中学校
▶小学校
▶保育園

子供たち
先生たち
PTA

▶商店街 、スーパー、コンビニ、コープ ▶飲食店
▶薬局 ▶理美容店 ▶針灸院、マッサージ
▶宅配業者、新聞配達、ヤクルト、ゴミ回収業者
▶タクシー、バス、鉄道、トラック、ガソリンスタ
ンド

▶銀行、郵便局
▶カラオケ、パチンコ
▶ 農協、漁協
▶工場、倉庫 など

▶市職員、
地域包括支援センター

▶消防本部
▶警察 など

▶自治会 ▶民生・児童委員 ▶（地区）社協
▶寄り合いどころ（地域サロン等）
▶町の趣味・文化・運動サークル
▶子ども会、学童クラブ ▶子育てサークル
▶若者グループ
▶消防団、防犯・防災メンバー
▶ボランティアグループ
▶犬の散歩仲間、動物
▶介護者の会、家族の集い
▶同級生つながり、同僚つながり など 本人・家族

認知症資源連携・支援体制の参画者の広がり：民産学官

▶介護事業所、医療機関

富士宮市の資料をもとに作成

「わが地域の宝（資源）」を見つけよう！ 出向いてつながりをつくろう！
＊早期の発見・相談、医療、生活支援、介護サービスに

つながるためのアクセスポイントを町の中に増やそう。



視界や発想を広げると・・・

⇒事業や取組みが思いがけなく展開していく。

＊福祉・保健・医療以外の異分野の

資源が、地域支援・連携の起爆力。

＊他領域とのつながりが、新たな解決力を生む。

＊従来の縦割り問題の解消の近道。

＊取組みが豊かで、活き活きしたものになる。

＊取組む人たちが、面白くなる。やる気がでる。

伸び伸びと自発的な力を発揮する。

⇒持続発展的に取組みが進展する。



②地域支援・連携上の課題を
明確にし、共有しよう
＊本人・家族に実態・困りごと、

希望をきくこと。

④地域支援の推進役の
人材・チームを各エリアで育てる

⑤地域支援を実践する人を
育て、 そのつながりをつくる

ポイントをつなげながら、有機的・効率的に進めよう。

①方針を明確にし、地域で共有する

⑥本人・家族と
支援者が
地域で出会い、
支えあう場
(地域拠点）を
一緒に育てる

⑦本人と家族、
地域の人、
専門職、
行政が
出会って
(出向いて）
話しあい、
一緒に楽しく、
活動する機会
をつくる

③地域にある多様な資源に視野を広げ、関係をつくる



ポイント④ 地域支援の推進役の人材・チームを
各エリアで育てる

地域支援推進員のみが、推進役を果たしつづけていると・・・
■孤軍奮闘

負荷が増す一方 ⇒ 機能停止状態に陥る危険あり。
■行政側、専門職のお任せ、依存状態が強まる。

「推進員さんがいるんだから・・・」
■推進員が交代すると、またゼロから関係や連携作り

賽の河原状態・・・

認知症地域支援推進員とともに連携・支援体制づくりを
進めていく人材・チームが各エリア単位に必要。

＊地元のことをよく知り、主体的に考え、動く人材・
チームを、小さな地域単位で育てよう。

⇒結果として、内実を伴った、連携・地域支援体制づくりが
進む持続的に発展する。



正しい理解

認知症地域サポートリーダー養成講座
山鹿市

①目的

 認知症の人やその家族への適切なサポートや、地域住民に対す
る啓発活動およびネットワーク活動の実践ができる人材を育成
（キャラバンメイト養成研修を兼ねる）

②対象者

 介護・医療サービス事業所の職員（特に地域密着サービス事業
所には要請）

 社会福祉協議会職員（要請）

 地域包括支援センター職員

 広報で募集した一般市民

③内容

 平成20年1月から1年間・毎月1回の研修会

 小規模多機能ホームでの実習

 地域資源マップ作成や徘徊模擬訓練への参加

 出前講座の企画と参加

本人中心の支援

まちづくり

講座の
視点は



サポートリーダー養成講座風景



認知症地域サポートリーダーの活動

サポートリーダーは１年間の講座を受講し、
それぞれの地域での活動を展開

• 身近なところで認知症の人や家族のサポート役

• 地域でキャラバンメイトとしての啓発活動

• こどもサポーター養成講座 （グループワークのファシリテート）

• マップ作成継続と協力者を増やす活動

• サロン、地域の縁がわの実施

• 認知症の人と家族のつどいの開催

• 地域密着サービス事業所の運営推進会議への参加

• 地域の見守り活動や徘徊者の捜索協力

• 活動拠点づくり（法人や事業所の立ち上げも）

• 民生委員や福祉協力員と連携した個別訪問

各圏域ごとのブロック会議の実施
（各２ヶ月に１回）→地域課題の検討、
活動計画・報告（包括スタッフが参加）



大崎市認知症地域支援推進
チーム人材育成事業

平成24年度強化事業

地域事例：市が、地域の取組みを推進する人材・チームを
計画的・継続的に育てている地域



（１）事業開始のきっかけ
認知症地域支援推進員と連携できる仲間をつくりたい
地域資源を活かしたい
地域を支える拠点をつくりたい

どこと手を結ぶ？⇒地域の支えとなる場所になれるところ
認知症地域支援推進員、地域密着型サービス事業所、

市内特別養護老人ホーム（29箇所）、行政
⇒各法人の長に趣旨の説明と，「職場に考え方を伝達できる・

地域に目を向けられる人材」の推薦を依頼

地域人材育成事業を取り入れてみよう



地域人材育成プログラム（大崎市版）
地元カスタマイズ

研
修
名

地域型基礎研修 認知症ケ
ア地域推
進研修

認知症ケア
地域推進ト
レーニング

研修

地域型基礎研修
（ファシリテーター実

践研修）

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

日程
9月 10月 11月 12月 1・2月 2・3月

形態
チーム全体 地域包括単位

研
修
の
位
置
づ
け

チーム育成のための基礎的知識や考え方を学習

チームとして地域づくりの
ファシリテーターとして実践

ともに地域をつくる仲間づくり



地域人材育成事業の
展開

顔が見える関係が
できてきた

ものの見方や考え方が変わった

本人の思いをじっくり聞きたい 本人の心地いい生活を考えるようになった

今までの生活の大切さが分かった

グループワークでいろんな意見を聞けた

現場に活かしたい

職員の関係づくりにも応用できる

相談のききとり方が変わった
本人本位のケアで、状態が安定した

どこと手を結び、どうやって広げていくか

居宅介護支援事業所の主任介護支援専門員、支援チーム職員の事業所

考え方を広めたい

一緒に活動できる仲間をつくろう



地域人材育成研修の成果

★各地域で ⇒ 来年度もこのチームで何かやりたい！！

地域ごとの課題に合わせたやりかた
★認知症地域支援推進員 ⇒ 仲間ができた！！
★チームメンバーより
・特別養護老人ホーム ⇒ 職員の意識が変わったらケアが変わった。
・グループホーム ⇒ センター方式を取り入れて、アセスメントを見直し
たら、ケアが変わって、本人が落ち着いた。職員間のコミュニケーショ
ンも。
・短期入所生活介護 ⇒ なじみの生活を取り入れたら、ショートステイで
本人が落ち着いて過ごすことができた。
・居宅介護支援事業所 ⇒ 本人・家族の気持ちが理解できた。
（アセスメントが変わって、サービス事業所と情報共有ができた）

・・・などなど

来年度も広げていこう



②地域支援・連携上の課題を
明確にし、共有しよう
＊本人・家族に実態・困りごと、

希望をきくこと。

④地域支援の推進役の
人材・チームを各エリアで育てる

⑤地域支援を実践する人を
育て、 そのつながりをつくる

ポイントをつなげながら、有機的・効率的に進めよう。

①方針を明確にし、地域で共有する

⑥本人・家族と
支援者が
地域で出会い、
支えあう場
(地域拠点）を
一緒に育てる

③地域にある多様な資源に視野を広げ、関係をつくる

⑦本人と家族、
地域の人、
専門職、
行政が
出会って
(出向いて）
話しあい、
一緒に楽しく、
活動する機会
をつくる



ポイント⑤ 地域支援を最前線で実践する人を育て、
そのつながりをつくる

＊認知症の人の支援・連携は、「人」で決まる。

＊旧い考え方ややり方ではなく、これからの認知症の

「人」の生活、支援のあり方を理解し、日々の中で

実践していく人材を地元で着実に増やしていくことが必要。

＊認知症や医療・介護等の知識・スキルの習得と同時に

支援者間・専門職間の相互理解とつながりを生み出す

機会（研修、集まり）が必要。

＊地元の人材の育成を、「よその講師まかせ」にせず、

自治体/地域で計画的に継続的に育てていくことが重要。



医師

地域包括支援センター職員

ケアマネジャー

訪問看護師

ヘルパー

デイサービス職員

民生委員さん家族

施設職員

地域の人

仲間が仲間に
声かけし

輪を広げよう

・最初は小さく、少人数から始め、関係作りを丁寧に
・参加者自体の実践、力、つながりを活かす
・とにかく継続

地域事例：地元の最前線で働く多職種に呼びかけ、
本人視点で一緒に学ぶ、互いを知る・つながって支えあう研修を
継続的に開催し、活きたネットワークを育てている例

本人は
どうなんだろう・・

地域密着型の職員社協職員

行政職員



②地域支援・連携上の課題を
明確にし、共有しよう
＊本人・家族に実態・困りごと、

希望をきくこと。

④地域支援の推進役の
人材・チームを各エリアで育てる

⑤地域支援を実践する人を
育て、 そのつながりをつくる

ポイントをつなげながら、有機的・効率的に進めよう。

①方針を明確にし、地域で共有する

⑥本人・家族と
支援者が
地域で出会い、
支えあう場
(地域拠点）を
一緒に育てる

⑦本人と家族と
地域の人、
専門職とが
話しあい、
一緒に楽しく、
活動する機会
をつくる

③地域にある多様な資源に視野を広げ、関係をつくる



ポイント⑥本人・家族と支援者が地域で出会い、
支えあう場(地域拠点）を育てる

既存の場は・・・

＊ 本人・家族、地域の人にとっては

(物理的・心理的に）遠い、敷居が高い。

＊すべての人を既存の場で受けていたらパンクする。

今後の数の予想を冷静にみよう。

⇒もっと、身近なところで気軽に行けて、

関わりやつながりを継続的に持ちやすい場が必要。

⇒一部の人のみがつながれるのではなく、より多くの人が

つながれる多様な場を小地域内に作る。

＊地域にある場をとことん活かす



体操教室の仲間が中心になって 自宅をお茶会の場に

公園での青空会

○気軽な「集い場」をたくさん作ろう。
・身近な場所で。町の様々な場を活かして
・少人数から、少しずつ。
・居心地よく、自由な場。みんなの意見で

町の空き家や空き店舗を利用 学童や高齢者の施設の空ペースで

商店の店先で

・本人、家族が気軽にいける
⇒早めの相談につながる

・多職種が出向いて、交流しながら
暮らすに役立つ相談ができる

多世代が
集え楽しむ場
＊職員の親や子も
一緒に

家族会
地域で

行政担当者が、「うちの町にはない」
ととらえていたが、アンテナを張って情報を
集めたら、「小さな芽」が沢山あった。

⇒自発的な取組みをキャッチして後押し、
事業に展開。



②地域支援・連携上の課題を
明確にし、共有しよう
＊本人・家族に実態・困りごと、

希望をきくこと。

④地域支援の推進役の
人材・チームを各エリアで育てる

⑤地域支援を実践する人を
育て、 そのつながりをつくる

ポイントをつなげながら、有機的・効率的に進めよう。

①方針を明確にし、地域で共有する

⑥本人・家族と
支援者が
地域で出会い、
支えあう場
(地域拠点）を
一緒に育てる

⑦本人と家族
地域の人、
専門職とが
話しあい、
一緒に楽しく、
活動する機会
をつくる

③地域にある多様な資源に視野を広げ、関係をつくる



ポイント⑦本人・家族と地域の人、専門職、行政が出会い （出向いて）
共に話しあい、一緒に楽しく活動する機会をつくる

地域支援推進員や専門職・行政職員のみでは、
・いつもの発想ややり方の範囲内でとどまりがち。
・取組みを進めても、広がらない、深まらない
・住民がお任せ(依存状態）や義務的になり、長続きしない。

本人・家族、町の人たち、専門職が集まり
わが町のこれからにむけたアクションを

具体的に話しあう機会をつくろう。
この町で
何が必要か
何をやってみたいか
何ができるか、
自由なアイディアを

会議だけしていないで、とにかく町に出て動き出そう。
☆一緒に汗を流す、共通体験をつくる

⇒やってみることで、（小さな）成果が生まれる（失敗も含めて）
⇒やってみたからこその（小さな）成果を丁寧にキャッチして

広く広報していこう ＊新たなつながり、アクションの呼び水にする



参考 アクションミーティング
多様な人々と出会い、これからを話しあい、ともにアクションを生み出す

集まりを地元で開催しよう！ ⇒お問い合わせ：東京センター 03‐3334‐1150

わが町を舞台に
本人と共に

お互いいきいきした
日々を

②ステップ

・身近な所から
・職種や立場を越えて
・お互いから学び合う
・顔の見える関係に

①ホップ

③ジャンプ出会う・集まる・つながる

いっしょに考え、話し合う
・わが町を知る

今の実情、そして将来
・当事者目線で考える
・素朴に、自分ごととして
・自由に アイディアを

自分の町

とにかく動き出す
・今できることから
・町に出て
・一緒に汗を流す
・当事者と共に
・無理なく、息長く続ける
・成果と課題を共有

実情

これからの町

いっしょに
ゆっくり

伸びのびと
楽しくそれぞれ バラバラ 孤独

あわただしい 駆り立てられるよう
萎縮 こもって 先細り

つまらない 空しい



➤畑仕事とか一緒にやれたらいいね

本人や地元の人と一緒に・・・

畑をやれたらいいなあ・・・と

呟き続けていたら・・・

→うちの「あそこ」つかっていいよ

→看板、つくってあげるよ

→看板立てるの、手伝うよ

＊思いがけない人がつながって

「つぶやき」が、実現！

地域事例
地域の人と専門職、行政職が参加するアクションミィーティングを

継続的に開催し、顔の見える関係作りと当事者に役立つ連携・支援を

連鎖的に生み出している例

地元の認知症の人が地域でつながり、元気に暮らしていけるために、

どんな活動があったらいいだろう？ みんなで自由にアイディアを出しあう。

新潟県湯沢町



つながりがつながりを生んだ・・・
地域包括職員、保健師、介護職、介護家族、認知症の本人、病院看護部長、
福祉課長、社協、産業課、マンションの人、民生委員、近所の人、通りがかりの人

とにかく始めてみる → 一緒に楽しむ・元気が湧く、次の企画が生まれる
⇒畑を拠点に、見守り・SOSネットワーク作りにも発展中。

こもりがちな認知症の人、施設で暮らす人が畑で大活躍中！
畑で、包括職員とケアマネが気軽にケースの相談。

通りがかりの人にも
参加を呼びかけ。
オープンな場で
多様な市民が
参加しやすい。

課長さん：畑、やりたい。



人のつながりのプロセス 農園の例

病院看護
部長

社協通所
介護職員

健康福祉
課（包括）

団
長

23年12月15日
アクションミーティング開始
24年2月20日
農園のアクションプラン
立案ミーティング開始

地元ＦＭ

中学校先生

知人 農家

看板屋さん

同級生

共同浴場

親を誘う

自分が参加

健康福祉
課長総務課

産業観光
課長ＪＡ

町長

畑の地主

グループホーム
の入居者

議員

県庁、保健所

東京センター

近所の人

温泉観光協会

認知症の方・家族
グループホーム職員

アクション農園開始
24年5月16日

広がる！広がる！

たった2か月で
広がる！広がる！

広がる！広がる！

広がる！広がる！

広がる！広がる！
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団長（マンション管理人） 

病院看護部長 

社会福祉協議会 

通所介護職員 

健康福祉課（包括） 

アクションミーティング［農園］ 

メンバー 

温泉観光協会 

周知チラシ配

置お願い 

町内の看板屋さんに

農園に建てる看板を

依頼（無償） 

同
級
生
に
ブ
ロ

グ
作
成
を
依
頼

（
無
償
） 

共同浴場にポ

スター掲示を

お願い 

中学校の先生にお知らせ

中学生と先生が畑に来て

くれました。また来るそ

うです 

地元 FM 局に周知チラシ配

置お願い 

連れさんを誘って

畑に 自分の親を畑に誘った 

 
中学生と一緒に畑をした。

教えられてうれしかった    

自分 

畑に参加 

声をかけるとうれしそうな笑

顔 できることを見つけて作

業している 

町長 

広報コラムに記

載 

飲み物差し入れ 

議員 

畑を見に来てくれた 

畑の地主さ

んの了解 

JA 

駐車場借用と指導了解 

地
域
密
着
型
施
設 

利
用
者
を
畑
に
参
加
さ
せ
て
く
れ
る 畑の近隣住民に説明訪問 

（美容院・クリーニング取次店・町内会長） 

社協に参加お願

い。局長・職員

が畑に参加。社

協便りに掲載 

職員は自分の

家族を畑に誘

った。嫁や孫が

参加 

家族が畑に参加。畑の日以外も苗を植えてくれ

る。耕運機を貸してくれる。道具を預かってく

れる。地主さんに畑の借用聞いてくれた。畑

の隣の空き地の所有者を調べてくれた。 

知人に声かけ 

認
知
症
の
人
を
誘
う
。
送
迎
、
自
力
で
来

ら
れ
る
人
も
、
散
歩
中
の
認
知
症
の
人
も

誘
っ
て
一
緒
に
畑
で
過
ご
す 

健康福祉課長 

課長会議で報

告、畑に参加 

産業観光課長 

畑の指導者 

認知症介護研究研修東京センター 
事業展開のアドバイス・メンバーの心の支えになってます 

ヘルパーさんが畑に認

知症の人を連れて来て

くれる 

県庁や保健所の

担当 

ブログを見てく

れている 

 

家
族
（
建
設
業
） 

畑
の
看
板
立
て
て
く

れ
た 

商
工
会 

ま
も
る
（
か
か
し
）
の
法
被
と
サ
ツ
マ
イ

モ
苗
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た 

家族（建設業）が畑の

ベンチ作成 

自営業農家⇒苗提供 

他のアクションメンバー 

傾聴・寄りあい所：一緒に畑作業しなが

ら・・ 

介
護
予
防
ス
タ
ッ
フ 

参
加
者
に
農
園
紹
介 

PTA 会長 

中学のボラ

ンティア活

動に入れた

い 

 

認知症施策（アクション農園）人のつながり   
24 年７月日現在 

湯沢町の希望の地図            

研究者（評価・アドバイス） 

ナ
ス
と
キ
ャ
ベ
ツ
苗
提
供 

町

観

光

協

会 

の

ぼ

り

旗

提

供 

職 員 家 族 

“からいす

け”提供 

総務課 

広報担当 

広報掲載継続取

材 

ピンク：団長の動き 

ブルー：看護部長 

イエロー：社協通所介護 

グリーン：健康福祉課（包括） 

畑
に
誘
っ
て
ほ
し
い
人
に
つ
い
て
情
報
提
供 

お茶菓子差し入れ、畑の番、草取り 

ブログ更新 

「畑 まもる」です。 

よろしく！ブログ投稿者

が命名してくれました。 

 

いつも自転車で様子を見

に来るおじさん 

畑の隣の空き地の所有者が利

用について了解してくれた 

社協便りを見た

マンション住人

から問い合わせ 

ブログを見て

「参加したい」

と投稿あり 

課の職員 

作物の成長を

通勤途中に見

て報告してく

れる 

畑の事は良く覚えている。別の場所であった

時も自ら話題にしている。指示がなくても畑に

つくと早速作業開始！「うちの草取りはしたこ

とがないけど役場の畑の草取りは楽しい。」「ト

マトのシバは私ができるから棒と紐を用意しと

いてね」「もうちょっと（草取り）がんばろうよ！

みんなですればすぐだから・・」「きゅーりおい

しいね！」（休憩時間にとれたきゅうりの漬物を

お茶うけにしてます） 

広報を見た人が

アクションメン

バーに問い合せ 

広報を見た人が

課に問い合せ 

広報を見て畑に

来てくれた 

認知症の方・家族

マンション住民

ボランティア

グループホーム

かたり湯

推進員
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団長（マンション管理人） 

病院看護部長 

社会福祉協議会 

通所介護職員 

健康福祉課（包括） 

アクションミーティング［農園］ 

メンバー 

温泉観光協会 

周知チラシ配

置お願い 

町内の看板屋さんに

農園に建てる看板を

依頼（無償） 

同
級
生
に
ブ
ロ

グ
作
成
を
依
頼

（
無
償
） 

共同浴場にポ

スター掲示を

お願い 

中学校の先生にお知らせ

中学生と先生が畑に来て

くれました。また来るそ

うです 

地元 FM 局に周知チラシ配置お願い 

ひまわりの種を置かせてもらった 

連れさんを誘って

畑に 

自分の親を畑に誘った 

毎回指導に来てくれ

る、火曜日以外も相

談役になっている   

町長 

広報コラムに記

載 

飲み物差し入れ 

議員 

畑を見に来てくれた 

畑の地主さん継続利用

快く了解 

それとなく畑を見て

いてくれた 

JA 

駐車場借用と指導了解 

地
域
密
着
型
施
設 

利
用
者
を
畑
に
参
加
さ
せ
て
く
れ
る 

職
員
が
最
後
ま
で
一
緒
に
い
て
活
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た 

畑の近隣住民に説明訪問（美容院・クリーニング取次店・

町内会長）ナスとキャベツ苗届く。畑に誘ってほしい人の情

報もらう 

社協に参加お願

い。局長・職員

が畑に参加。社

協便りに掲載 

職員は自分の

家族を畑に誘

った。嫁や孫が

参加 

家族が畑に参加。畑の日以外も苗を植えてくれる。耕運機を

貸してくれる。道具を預かってくれる。地主さんに畑の借用

聞いてくれた。畑の隣の空き地の所有者を調べてく

れた。 

農園以外の日の水やり、親戚に頼み自分の畑

と一緒に畑起こししてくれた。 

新たな指導者を加えてくれた。 

知人に声かけ 

冬
の
活
動
（
布
草
履
づ
く
り
・
お
抹
茶
）
参
加

者
が
｛
南
魚
沼
の
農
業
｝
と
い
う
冊
子
を
貸
し

て
く
れ
る
。
冬
の
活
動
参
加
者
が
畑
に
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
る
。
家
族
が
一
緒
に
参
加
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る 

健康福祉課長 

課長会議で報

告、畑に参加 

産業観光課長 

畑の指導者 

認知症介護研究研修東京センター 
事業展開のアドバイス・メンバーの心の支えになってます 

ヘルパーさんが畑に認

知症の人を連れて来て

くれる 

県庁や保健所の

担当 

ブログを見てく

れている 

 

家
族
（
建
設
業
） 

畑
の
看
板
立
て
て
く

れ
た 

商
工
会 

ま
も
る
（
か
か
し
）
の
法
被
と
サ
ツ
マ
イ
モ
苗

提
供
し
て
く
れ
ま
し
た 

今
年
度
も
さ
つ
ま
い
も
苗
を
用
意
し
て

電
話
く
れ
た 

家族（建設業）が畑の

ベンチ作成 

自営業農家⇒苗提供 

苗持参者増えた。新たな種類を試しに提供。 

依頼しなくても苗を準備してくれている 

他のアクションメンバー 

傾聴・寄りあい所：一緒に畑作業しなが

ら・・ 

介
護
予
防
ス
タ
ッ
フ 

参
加
者
に
農
園
紹
介 

PTA 会長 

中学のボラ

ンティア活

動に入れた

い 

認知症施策（アクション農園）人のつながり   
25 年６月１日現在  

＊変化と新たなつながりを赤字で追加 
         

研究者（評価・アドバイス） 

町

観

光

協

会 

の

ぼ

り

旗

提

供 

職 員 家 族 

“からいす

け”提供 

総務課 

広報担当 

広報掲載継続取

材 

ピンク：団長の動き 

ブルー：看護部長 

イエロー：社協通所介護 

グリーン：健康福祉課（包括） 

お茶菓子差し入れ、畑の番、草取り 

畑に椅子を置いてくれた 

ブログ更新 

「畑 まもる」です。 

よろしく！ブログ投稿者

が命名してくれました。 

 

いつも自転車で様子を見に来るおじさん 

通りがかった時に参加者が誘い畑に入ってく

れ助言してくれた 

 

畑の隣の空き地の所有者が利用について了解してくれた 

畑の隣に転居してきた人がお茶を出して

くれたり駐車場を提供してくれる 

社協便りを見た

マンション住人

から問い合わせ 

ブログを見て

「参加したい」

と投稿あり 

課の職員 

作物の成長を通勤途中に見て報告してくれる 

広報を見た人が

アクションメン

バーに問い合せ 

広報を見た人が

課に問い合せ 

広報を見て畑に

来てくれた 

認
知
症
の
人
を
誘
う
。
送
迎
、
自
力
で
来
ら
れ
る
人
も
、

散
歩
中
の
認
知
症
の
人
も
誘
っ
て
一
緒
に
畑
で
過
ご
す 

あ
ま
り
農
園
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
職
員
が

冬
の
活
動
を
提
案
し
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
や

指
導
者
薬
が
で
き
る
人
を
誘
っ
て
く
れ
冬
場
の

活
動
内
容
が
広
が
っ
た 

お土産店

にひまわ

りの種を

置いても

らった 

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
大
和
病
院
医

師
）「
良
い
活
動
だ
ね
！
僕
に
も
野
菜
頂
戴
！
」 

畑で採れた野菜が配食サービス（弁当）の食材

になり配食サービス利用者（独居世帯等）へ 

障がい者就労支援Ｂ型事業所から一緒に

活動しませんかとお誘い 

マンション住民

ボランティア

認知症の方・家族

グループホーム

かたり湯

推進員

おいしんぼ

ケアマネ

研修医
看護学生
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笠間が
「こんな町になってほしいなあ」
「こんなことをやってみたいなあ」

ワイワイ、自由に話しあったら・・・・
同じ考えをもつ人たちがつながり

元気が湧くプランが
６つも生まれました！

皆が集まる輪

(防災訓練）
おはようチーム

どーぞ いらっしゃい！
ごはんですよ

ぶらり付き添い
サービス

ぶらり歩き付き添い隊

ナイトクラブ
娯包美
（ごほうび）

目指せボラキング！ ボラキング製作委員会

今月のお茶会

茨城県笠間市

医師・医療職、
介護、福祉職
法律関係者
市民が

自分の地域、
自分の暮らしとして

楽しく、等身大の
はなしあい！

自然で楽しい関係
⇒自然で

敷居の低い
関係



認知症地域支援のネットワーク認知症地域支援のネットワーク

△□
▲ ●◇

本人と家族を支える資源をみつけよう、つなげよう、創り出そう

「一人」を支える
ネットワーク

地域のつながり

地域の
支援ネットワーク

Ａさんの
支援ネットワーク

Ｂさんの
支援ネットワーク

Ｃさんの
支援ネットワーク Ｄさんの

支援ネットワーク

地域を舞台に、「一人」の支援・ネットワークを丁寧に ⇒ 地域にある多様なネットワークに
視野を広げてつなげる

小地域のネットワーク小地域のネットワーク

役場内での連携の
可能性を探ろう

地域の多様なネットワーク
（防災・子育て・自殺対策・趣味グループ。同級生等）

地域の多様なネットワーク
（防災・子育て・自殺対策・趣味グループ。同級生等）


